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資料３



本日の流れ

・本日の流れの確認

・ガイダンス

・本日のテーマ：配置検討のための計画条件等について



第１回（５月） 検討スケジュールの確認

事例視察①第３回（７月）

計画条件や計画方針に関する説明第４回（９月）

配置計画（土地利用計画）の条件・目標の検討第５回（１０月）

第２回（６月） 基本理念・整備方針に関する意見交換

スケジュール

ガイダンス

第６回 事例視察②

第８回 基本構想・計画案に関する説明・意見交換

第７回 平面計画案の検討、平面計画条件・目標の検討



本日のテーマ

配置検討のための計画条件等について

校地の位置・校地周辺の状況

校地の計画条件

新校舎の概要

配置検討条件



校地の位置



校地周辺の状況

※参考図



 住所 ：埼玉県比企郡吉見町下細谷１（吉見中学校敷地）

 地域地区：市街化調整区域（無指定）

 敷地面積：約36,000㎡（施設台帳による）

 容積率 ：100％

 建ぺい率：60％

 前面道路：東側 7～9ｍ程度

西側 6～8ｍ程度

南側 4～6ｍ程度

北側 6～7ｍ程度

 その他 ：敷地東側に道路を挟んだ飛び地（現駐車場）

敷地北側に町立武道館（別敷地）

洪水浸水想定区域 3.0～5.0ｍ未満

（吉見町ハザードマップによる）

校地の

計画条件等



【既存建物の解体】

校舎一部（プレハブ校舎、北東校舎）

駐輪場

部室 ※配置検討の状況に応じて解体敷地及び既存

建物の取り扱い

（予定）



敷地及び既存

建物の取り扱い

（予定）

※参考図のため計画を進める中で変更となる可能性があります。



新校舎の概要

（児童数・学級数）

【児童数の推移予測】吉見町立小学校統合再編計画（令和5年2月）より

学級数（見込）は普通教室１７学級 ＋ 特別支援学級



新校舎の概要

（主要な諸室）

【統合小学校の主要な諸室】

普通教室１７学級

特別支援学級５学級

特別教室

管理諸室

体育館



新校舎の概要

（諸室の構成イメージ）

※計画を進めていく中で
変更となる可能性があります。

普通教室（17学級＋1学級）

オープンスペース

普通教室

多目的
ホール

特別支援学級

ﾌﾟﾚｲ
ﾙｰﾑ

特別教室

理科室 音楽室

図書室

管理諸室

その他諸室

屋外体育施設

生活
科室
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(応接含)

事務室
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会議室

保健室 主事室

教育
相談室

放送室
児童
会室

PTA室
(地域)

図工室家庭科室

共用部分

昇降口
廊下・階段

トイレ・手洗い場
倉庫・教材室

メモリアルコーナー
防災倉庫　等

体育館
（ステージ含む）
体育館関係諸室

屋内体育施設

屋外体育倉庫
用具倉庫

理科室

特別
活動室

配膳スぺース

※特別教室の一部は小中の共用を検討

教室教室教室教室 教室

印刷室

※普通教室は全学年3学級分の教室を確保する
※教室数が減った場合は少人数教室とする

※低学年の1室は生活科室とする

少人数

オープンスペース

普通教室 少人数

オープンスペース

普通教室

通級

職員
更衣室

児童
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配置検討条件

①

【前提条件】

【配置検討の前提条件】

現在の中学校のグラウンド運用状況を維持する

小中が連携できる校舎配置とする

既存プールは原則、現状の運用状況を維持する

小学校新校舎は中学校校舎から１０ｍ以上離して配置

する（建築基準法の遡及がないようにする）

校舎面積は補助金の範囲内の約6700㎡※とする

※開校時の学級数に応じた面積

校舎は３階建てを基本とする



配置検討条件

②

【仮条件】

【配置検討のための仮条件】

正門は既存と同位置とする

西門の利用を検討する

駐車場はできる限り確保に努める(敷地内外を含め検討)

駐輪場は見通しのよい場所に移設する

スクールバスのアプローチは東側とする

普通教室は校舎南面・東面に配置する

体育館は重層化を検討する（水害対策）

小学校用の遊び庭（遊具コーナー含）を配置する

テニスコートは３面程度

※計画を進めていく中で
変更となる可能性があります。



配置検討

イメージ

※計画を進めていく中で
変更となる可能性があります。


